
協働の公園づくり「玉川野毛町パークらぼ」の取り組み

玉川野毛町公園拡張事業基本設計（令和5年2月）を策定しました

P2-3パークらぼの取り組み

P4-7

基本設計

公園の整備イメージ、
スケッチ 区ホームページ

へのアクセス

「基本設計　概要版・本編」 は、
区ホームページに掲載しています。

玉川野毛町パークらぼ（以下「パークらぼ」）では、
広く区民と公園づくりの取り組みを共有・検証しな
がら公園設計や活動の具体化を進めてきました。

玉川野毛町公園
拡張事業基本設計書

令和5年度から実施予定の拡張整備工事に先立ち、将来の公園設計
に合わせて、主要な樹木の移植や一部造成などの準備工事を実施し
ました。特殊な重機を用いて、高さ10～20m程の大きな樹木の移植を
行い、見学会では多くの方に迫力あるシーンを見ていただきました。

基本設計を踏まえて、令和5年夏頃より順次、拡張整備
工事を進めていきます。

基本設計では、１００年後の未来を見据えつつ、公園拡張予定地で行う様々
な活動を通して、開園後のイメージを想定しながら検討を進めていきました。
令和４年５月に「基本設計（検討案）」について「公園づくりニュース１０号」で
お知らせし、アンケート調査を実施しました。いただいたアンケートや拡張予
定地開放日などでのご意見を反映し、専門家の意見も踏まえ、令和５年２月
に基本設計をとりまとめました。

大きな樹木の移植見学会を実施しました

第1期拡張整備工事をスタートします

オープンパークの様子オープンパークの様子パークらぼ実践検証のサイクルパークらぼ実践検証のサイクル

公園づくりニュースでは、
玉川野毛町公園拡張事業の取り組みについてお知らせします。

公園づくり
ニュース
第 号14

発行:令和5年4月

令和4年度の取り組みを報告します。

玉川野毛町公園拡張事業の流れ（予定）
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令和4年度

玉川野毛町公園拡張

ホーム ＞目次から探す ＞区政情報 ＞施設 ＞公園・農園・緑道 ＞公園・緑地
＞公園に関するお知らせ ＞玉川野毛町公園が新たに広がります。

パークらぼ
設計や活動の検討

オープンパーク
公園予定地の開放

問
合
わ
せ
先

基本設計を踏まえ、区民や事業者と協働して公園工事に向けた検討を進めていきます。
なお、拡張予定地の整備とあわせて、既開園区域の改修も順次進めていく予定です。

年　度

基本設計の策定（令和5年2月）

事業の段階 住民参加の取り組み

世田谷区みどり33推進担当部 公園緑地課 建設担当（野々村、岡田、津田）
〒158-0094  世田谷区玉川 1-20-1  二子玉川分庁舎
電話:03-6432-7910／FAX:03-6432-7989

www.nogemachi-parklab.com
「玉川野毛町パークらぼ」の活動に
ついては、ホームページ、またはイン
スタグラムをご覧ください。

意見の
反 映

設 計
及び
準備工事

アクティブDAY
「やってみる」

デザインDAY
「カタチを考える」

オープンパーク
「広く区民と検証」

樹木移植の様子樹木移植の様子
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基本設計の紹介基本設計の紹介 区民の活動発表区民の活動発表

公園拡張をきっかけに、これまで素晴らしい活動が生まれて
きました。パークらぼでの活動についてもっと知り、今後の
取り組みの展望を描きます。

今後の予定

令和5年度
第1期工事
・

一部開園
公園の開園に向けて、
区民主体の組織づくりや

公園の利活用を試行し検証する
プレ運営を行います。

令和6年度以降
第2期工事
・

順次開園

5月２1日（日）
開場 午後2時　開演 午後2時15分
（終了予定 午後4時45分）

玉川区民会館　せせらぎホール
世田谷区等々力３丁目４－１

場
所

日
時

玉川野毛町公園にふさわしい飲食・物販施設の導入を検討するた
め、基本設計（検討案）を踏まえ、令和４年度に民間活力導入に向け
た事業者へのサウンディング調査を実施しました。事業者の出店条件
等の意見を踏まえつつ令和5年度に民間事業者の公募を行います。

便益・サービスの拠点施設について

玉川野毛町パークらぼキックオフミーティング

区民や事業者と連携した
公園運営を行います。

サウンディング
調査結果の概要へ

アクセス
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玉川野毛町公園の位置玉川野毛町公園の位置玉川野毛町公園の位置
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拡張予定地

東急大井町線
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玉川野毛町
公園



アクティブ DAY

デザインDAY

オープンパーク

継続して
活動を
行います。

区民発意の取り組みを現地で行い、公園の将来  像や設計、活動、運営のしくみを考える新しいスタイルの公園づくりにチャレンジしています。玉川野毛町パークらぼの取り組み

アクティブ DAY オープンパーク アクティブ DAY アクティブ DAYオープンパーク
建築物や園路の位置・大きさを実寸大で表
し、将来の公園イメージを共有しました。

第6回～第8回デザインDAYを実施し、参加者の皆さんとの検討を重ねて、「公園利用や活動の拠点
となる施設」のかたちを取りまとめました。

１００年後も地域に愛される公園運営を目ざすため、区民や事業者など様々なプレイヤーが連携し、
協働による公園運営を進めていきます。
拡張予定地の全面開園（令和７年度）に向けて、区民による公園の利活用や運営に参画するため、パ
ークらぼとして、区民主体の組織を立ち上げるための設立準備会を発足することになりました。令和５
年度からチーム（組織）の在り方や参加のルールなど検討していきます。

公園の利活用や運営に区民参加で進めています拠点施設（建築物）のかたちを取りまとめました

デザインDAY　かたち（建築）のデザイン 

公園を「私たちの暮らしの舞台」として育むため、
区民発意の様々な取組みにチャレンジしています
公園の将来像や公園でやってみたいことについて意見を出し合う

現地で実際にやってみる、空間を体験してみる

見えてきたことを公園の設計に反映する

第8回 建築デザインの共有 第9回 活動の振り返り 第10回 組織・活動の作法 第11回 区民主体の組織立ち上げ第7回 建築機能を考える第6回 公園デザインの確認

設計者との対話設計者との対話設計者との対話設計者との対話
模型などで建築デザインを共有

野外活動を体験

生きもの探し生きもの探し生きもの探し 車椅子でみどりの中へ車椅子でみどりの中へ車椅子でみどりの中へ

防災を学ぶどんぐりで森づくりどんぐりで森づくりどんぐりで森づくり

夜間照明体験夜間照明体験夜間照明体験キャンドルナイトキャンドルナイトキャンドルナイト 設計(案)の空間体験！

リースづくりリースづくりリースづくり ピクトグラム(絵文字)ピクトグラム(絵文字)ピクトグラム(絵文字)

（　 拡張予定地開放日）

区民発意の企画を実際にやってみました。
また夏の夜を楽しむイベントを実施!!

活動開始から約1年が経過。様々な取
り組みが発展・連携してきました。

誰でも利用しやすい公園を目ざし、障がいをお持
ちの方 と々意見交換や活動体験を行いました。

公園開園後の活動に向けて、これまでやってきたこ
とや今後やってみたいことなどを話し合いました。

建築計画の進め方を共有建築計画の進め方を共有
公園計画の振り返りと
建築計画の進め方を共有

３つのかたちの案をもとに３つのかたちの案をもとに３つのかたちの案をもとに
使いこなしについて意見交換

デザインDAY　しくみのデザイン 

区民参加のしくみについて区民参加のしくみについて区民参加のしくみについて区民参加のしくみについて区民参加のしくみについて区民参加のしくみについて
目的や活動内容を意見交換

パークらぼの作法を確認しパークらぼの作法を確認しパークらぼの作法を確認し
組織化を検討

区民参加のあり方を共有し区民参加のあり方を共有し区民参加のあり方を共有し
設立準備会を立ち上げ

アクティブDAY
「やってみる」

デザインDAY
「カタチを考える」

オープンパーク
「広く区民と検証」

令和5年2月

基本設計
策定

ヤギをよぶヤギをよぶヤギをよぶ堆肥づくり青空ヨガ 書き初め書き初め書き初め

落ち葉掃き 散策ガイド散策ガイド散策ガイド

「公園利用や活動の拠点となる施設」の概要

R5年度 R6年度（一部開園） R7年度（全面開園）

組織（チーム）づくり プレ運営 本運営

公園設計の思想や活動の
理念をコンセプトブックに
取りまとめます。

区民主体の組織運営のた
めのルールや参加の在り
方などを検討します。

公園の利活用や運営につ
いて試行し、検証しながら
パークらぼ活動や運営に
ついて検討していきます。

公園施設の整備、「公園利
用や活動の拠点となる施
設」の整備も完了し、本運
営を開始します。

軽飲食、休憩などの気軽な公園利用をはじめ、様々な住民参加に
よる活動、交流、イベントが開催できる施設とします。室内は屋根下
空間と連続的な空間とし、柔軟な活用ができるものとします。
災害時には、活動の拠点や避難スペースなどに活用します。

玉川野毛町
パークらぼ

取り組みスタート

古墳やランドスケープなど古墳やランドスケープなど古墳やランドスケープなど
周辺環境と調和する外観

※施設のイメージは、
今後変更することがあります。

まとまった人数が活動や打合せできる場まとまった人数が活動や打合せできる場
体験学習スペース

まとまった人数が活動や打合せできる場

施設と利用のイメージ P1P8 P3P2

第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回

6月 7月4月 5月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月8月令和4年度令和3年9月

オリエンテーション

第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回第4回第4回第4回第4回第4回
オープン
パーク

第5回第5回第5回第5回第5回
オープン
パーク



基本設計-公園の整備イメージ

拡張予定地の整備

玉川野毛町公園拡張事業の整備概要玉川野毛町公園拡張事業の整備概要

公園づくりの方針である「つくりこみすぎない公園づくり」を体現
するため、ごく自然で利用にもなじむ、つくりこみを感じさせない
質の高い公園空間を整備します。

既開園区域の改修
公園の顔となるエントランスを整備するため、既開園区域に位置
するバックヤードや防災倉庫は拡張予定地の南西部へ、テニスコ
ートは既開園区域北西部に配置し再整備します。
その他、「こども広場」や「遊具の遊び場」、「野球場」、「屋外プー
ル」を含めた区域は、区民の皆さまと検討の機会を設けながら改
修計画を進めていきます。

公園づくりの考え方や各施設の仕様などの
詳細は基本設計書をご覧ください。
区ホームページへのアクセス

拡張事業の範囲
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鳥瞰図（イメージ）
※図中の番号はイメージスケッチの視点と方向をあらわしています。

エントランス広場から草地の広場へのイメージ
「古墳とつながる広場空間」と「拡張予定地との風景のつながり」をつくります。

草地の広場から古墳方向のイメージ
草地の広場と古墳の間の区道は、築山により視覚的に遮り一体的な景観を創出します。

濃いみどりのイメージ
既存の樹木を活かし、武蔵野台地の主要な構成樹種（エノキやコナラなど）を主体とした
森づくりを区民参加で行います。

基本設計－将来の整備イメージスケッチ

便益・サービスの
拠点となる施設

野毛大塚古墳

公園利用や活動の
拠点となる施設

公園利用や活動の
拠点となる施設

公園利用や活動の
拠点となる施設

野毛大塚古墳

バックヤード

便益・サービスの
拠点となる施設

築山

野毛大塚古墳
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